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科目４

対応段階
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講義のねらいと構成

ねらい
・対応段階の目的を理解する。

・対応段階における情報収集・整理について理解する。

・虐待対応計画作成の目的、作成手順について理解する。

・背景や要因分析を意識した対応計画の作成を理解する。

構成
１．対応段階の概要と範囲 （手引き ５章）

２ ．情報の収集と虐待発生要因・課題の整理 （手引き ５章－１）

３ ．虐待対応計画（案）の作成 （手引き ５章－２）

４ ．虐待対応ケース会議 （手引き ５章－３）
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（１）対応段階の概要

対応段階では、主に虐待の解消と高齢者が
安心して生活を送るための環境整備をめざし
て、必要な対応を行う。

まずは、虐待の解消をめざし、時には虐待
の解消以前から、虐待が解消されたあとに高
齢者が安心して生活を送るための環境整備
についても取り組んでいくことになる。

（手P. 80、●ｐ８２）
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（２）対応段階に該当する法的根拠

高齢者虐待防止法では、市町村が相談や
通報、届出を受け付けた場合、高齢者虐待
対応協力者とその対応について協議を行うこ
とが規定されており（第９条第１項、第16条）、
対応段階における市町村と虐待対応協力者
による必要な協議、虐待対応計画の作成と
実施、評価などの一連の取り組みが、該当す
る。

（手P. 80、●ｐ８２）
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（３）対応段階の範囲

情報の収集と虐待発生要因の整理

虐待対応計画（案）の作成

虐待対応ケース会議

対応段階の評価会議

５．２

５．３

５．４

５．５

（手P. 80、●ｐ８３）
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情報収集と虐待発生要因
・課題の整理

◆対応段階における情報収集・整理の目的は、虐待発生の要
因と、高齢者が安心して生活を送るための環境整備に向け
た課題やニーズを明確化することにある。

◆虐待の解消に向けては、虐待発生要因の明確化が不可欠で
す。そのためには、収集した個々の情報から虐待発生のリス
クを探り、それらの相互の関係性を整理・分析することが必
要となる。

◆虐待解消に向けた取り組み課題とともに、高齢者が安心して
生活を送るために必要な対応課題やニーズにも着目して、虐
待対応計画に反映させていく。

ポイント

（手P. 81、●ｐ８４）
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（１）対応段階における
情報収集・整理の２つの目的

１）虐待発生要因の明確化

２）高齢者が安心した生活を送るための環境
整備に向けた課題やニーズの明確化
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（２）情報整理項目と虐待発生リスクの例－１

１）高齢者本人の情報

①基本情報

②高齢者の意向・高齢者の置かれた状況

③高齢者の危機対処能力等

④本人の生活基盤（健康面・生活力）

⑤サービス・制度の状況

（手P. 82、●ｐ８５）
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高齢者
本人の
希望

情報と虐待発生リスクの関係

○居所の希望

○養護者との分離
の希望

○認知症の発症（判断能力の低下）
○パワレス状態（無気力状態）
○危機意識の低下（不十分さ）
○精神不安定な状態
○要介護状態
○相談者がいない（孤立）
○暴力的・脅迫的
○養護者との依存関係
○養護者からの脅し・恐怖
○過去からの人間関係の悪さ
○支援による混乱

（手P. 82、●ｐ８６）
高齢者本人の意向（例）

たたかれることもあるけど、

家にいたい。

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

項目 情報収集内容 虐待発生リスク（例）

Ｖ
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２）養護者の情報

①基本情報

②養護者の意向と状態

③養護者の生活基盤（生活力）

④養護者の介護負担

（２）情報整理項目と虐待発生リスクの例－2
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情報収集内容 虐待発生リスク（例）

介護負担

情報と虐待発生リスクの関係

○介護意欲
○介護技術・知識
○１日の介護時間
○介護の代替者の
有無と協力状況

○認知症に関する知識がない
○介護の代替者がいない
○介護負担による心身の
ストレス

○養護者自身の疾病・障害
○排便介助の負担が大きい
○相談者がいない。

（手P. 87、●ｐ９１）
養護者の介護負担（例）

３ヶ月前から、夜に起き出して
ご飯を作ろうとしたりするので
イライラする。

なし

項目

なし

不明

なし

Ｖ
Ｖ

Ｖ
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３）家族関係

４）近隣・地域住民等との関係

５）地域の社会資源

６）エコマップ（現在対応を行っている部署

・機関の関係図）

（２）情報整理項目と虐待発生リスクの例－3
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【参考】アセスメント要約票（表面）例 （手P. 89､ ●ｐ９４）
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【参考】アセスメント要約票（裏面）例 （手P. 90､ ●ｐ９５）
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虐待対応計画（案）の作成

◆虐待対応計画は、虐待の解消と高齢者が安
定した生活を送るための環境を整えるために
必要な対応を、チームとして計画的に進めて
いくために作成するものである。

◆虐待対応計画は、市町村担当部署と地域包
括支援センターとで連携して案を作成した上
で、その後の虐待対応ケース会議で、課題や
目標、役割分担と期限などを確認の上、決定
し、実行する。

ポイント
（手P. 91、●ｐ９６）



（１）虐待対応計画作成の目的

① 市町村が主催するケース会議における虐待対応計
画の協議・決定、協力機関とのチームによる計画の
推進は、第9条第1項、第16条の趣旨を具体化する
ものと言える

② 高齢者の生命や身体、財産を守るために必要な対
応を、市町村の責任において実施するために作成
する

③ 虐待対応計画作成にあたっては、高齢者の自己決
定への支援、高齢者と養護者の利害対立への配慮、
虐待発生要因と関連する課題への支援、養護者支
援機関へのつなぎなどを重視して作成することが求
められる
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【参考】高齢者虐待対応会議記録・計画書（表裏両面） 例

１）

３）

４）

５）

１）総合的な対応方針の設定

２）課題の明確化と優先順位の
決定

３）課題の解決に向けて必要な
対応と目標、対応方法、役割分
担の設定

４）評価日（期限）の設定

５）対応が必要だが現段階では
対応困難な課題／今後検討し
なければならない事項など

（２）虐待対応計画（案）の作成手順

２）
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個々の虐待発生リスクから

虐待発生要因を導きだし、

虐待対応計画に反映させる考え方の例

（手P.94、●ｐ９９）
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ステップ１ 収集した「高齢者」、「養護者」、「家族」に関する

情報から、個々の虐待発生リスクにチェックを入れる－①

＜高齢者＞

情報をアセスメント要約票へチェックする

（手P.95、●ｐ１００）
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ステップ１ 収集した「高齢者」、「養護者」、「家族」に関する

情報から、個々の虐待発生リスクにチェックを入れる－②

＜養護者＞

情報をアセスメント要約票へチェックする

「養護者の希望」、
「健康状態等」の
欄はここでは省
略
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ステップ１ 収集した「高齢者」、「養護者」、「家族」に関する

情報から、個々の虐待発生リスクにチェックを入れる－③

＜家族関係、近隣・地域住民等との関係、地域の社会資源＞

情報をアセスメント要約票へチェックする

Ⅳ．その他（近隣・地域住民等との関係、地域の社会資源、関係者・関係機関との関わり等）

※計画書(1)の「関連機関等連携マップ」で集約する

＜近隣住民から聞き取った情報＞
・高齢者はもともと近隣住民と付き合いがあり、現在も次男から怒られると近隣
　住民宅に避難している。
・「次男は仕事で帰りが遅いようだから、ほとんど顔を合わせたことはない。」

■

虐待発
生リスク

※計画書(1)の「関連機関等連携マップ」で集約する

＜養護者から聞き取った情報＞
・高齢者の夫が亡くなった５年ほど前から親族とのつき合いは疎遠。
・県外に住む長男とも10年以上連絡をとっていない。「親父の介護のことで、母親と
　兄貴の嫁が喧嘩して、それから帰ってきていない。親父の葬式にも来なかった。」

■

虐待発
生リスク

Ⅲ．家族関係（家族歴、家族の抱える問題、家族の中の意思決定者、問題が起こったときの対処方法等）
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ステップ２ 個々の虐待発生リスクを関連づけ、虐待発生要因を

抽出し、課題を整理する

ステップ１で導き出された５つの虐待発生リスクの相互の関係性から、虐待発生要因
を抽出する。

（アセスメント要約票「全体のまとめ」での情報の整理）

〔全体のまとめ〕：Ⅰ～Ⅳで抽出された虐待発生の要因の結果を踏まえて、

分析、課題を整理する。

Ⅰ．高齢者本人：

Ⅱ．養護者：

Ⅲ．家族関係：

Ⅳ．その他（近隣・地域住民等との関係、地域の社会資源、関係者・関係機関
の関わり等）：

Ⅴ．今後の課題

＜虐待発生要因①＞ 介護負担増・介護代替者がいない

＜虐待発生要因②＞ 認知症を理解していない

＜虐待発生要因③＞ 養護者は兄弟や近隣と疎遠・孤立傾向にある



23

ステップ３ 虐待発生要因解消を主眼とした、虐待対応計画案を

まとめる－①

ステップ１で導き出された５つの虐待発生リスクの相互の関係性から、虐待発生要因
を抽出する。

○虐待発生要因① （介護負担増・介護代替者がいない）を解消するために、介護保険サービスの
利用につなげ、養護者の介護負担を軽減する必要がある。

○虐待発生要因② （認知症を理解していない）を解消するために、養護者に本人の認知症の理解
をうながす必要がある。

○虐待発生要因③（養護者は兄弟や近隣と疎遠・孤立傾向にある）を解消するために、高齢者、
養護者それぞれの意向や次男の近隣、兄弟との関係づくりに向けた対応を検討する必要がある。

＜総合的な援助の方針＞

（高齢者虐待対応
ケース会議記録・計画書（表））
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ステップ３ 虐待発生要因解消を主眼とした、虐待対応計画案を

まとめる－②

（高
齢
者
虐
待
対
応
ケ
ー
ス
会
議
記
録
・計
画
書
（裏
）
）

＜高齢者に対する課題・目標・役割分担・期限＞

＜養護者に対する課題・目標・役割分担・期限＞

（ア）虐待発生要因①（介護負担増・介護代替者がいない）を解消するために

（ア）虐待発生要因①（介護負担増・介護代替者がいない）を解消するために
（イ）虐待発生要因②（認知症を理解していない）を解消するために

虐待発生要因③（養護者
は兄弟や近隣と疎遠・孤
立傾向にある）は、今後対
応していく課題であるので、
「今後検討しなければなら
ない事項」欄に記入する
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虐待対応ケース会議

◆虐待対応ケース会議は、当該事例に関係
する機関が、必要な対応をチームとして行う
ために、虐待対応計画について内容を協議
し、決定する場である。

ポイント

（手P. 101、●ｐ１０６）
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（１）虐待対応ケース会議の開催

１）出席者

市町村担当部署の職員と地域包括支援センター職
員で構成する。

終結を意識した虐待対応計画案を作成する段階で、
関与してもらう関係機関に出席を依頼する。

市町村担当部署から出席を依頼する。

・高齢者の課題に対応している機関の職員

・養護者支援を行っている機関の職員

・家族への支援を行っている機関の職員

・虐待対応専門職チームの弁護士、社会福祉士
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２）役割分担
【市町村担当部署】

・会議の招集、関係機関への会議の出席依
頼、必要な資料の準備、

・会議記録の作成・保管 など

【地域包括支援センター】

・虐待対応計画書案及び虐待対応計画（帳
票類）の作成 など
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３）協議事項

①虐待対応計画書案についての協議・決定

②会議記録の作成・共有
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虐待対応計画を作成したら・・・

情報の収集と虐待発生要因の整理

虐待対応計画（案）の作成

虐待対応ケース会議

対応段階の評価会議

５．２

５．３

５．４

５．５

（手P. 80、●ｐ８３）
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